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東
京
大
学
准
教
授

東
島
雅
昌

　

二
〇
二
二
年
一
月
の
大
規
模
抗
議
運
動
と
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
を
背
景
に
、カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
カ
シ
ム
＝
ジ
ョ
マ
ル
ト
・

ト
カ
エ
フ
大
統
領
に
よ
る
政
治
改
革
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
間
、
同

年
六
月
の
憲
法
改
正
の
国
民
投
票
、
一
一
月
の
大
統
領
選
挙
、
今
年

三
月
の
議
会
選
挙
と
立
て
続
け
に
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。こ
れ
ら
は
、

同
国
の
将
来
の
民
主
化
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
血
の
一
月
」
騒
乱
・
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
支
配
と
の
決
別

　

ト
カ
エ
フ
大
統
領
に
よ
り
一
連
の
政
治
改
革
が
提
起
さ
れ
る
直
接

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
昨
年
一
月
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
勃

発
し
た
大
規
模
抗
議
運
動
と
政
権
に
よ
る
暴
力
的
鎮
圧
、
い
わ
ゆ

る
「
血
の
一
月
」
騒
乱
で
あ
る
。
液
化
石
油
ガ
ス
の
値
上
げ
に
対
す

る
不
満
に
よ
り
勃
発
し
た
抗
議
行
動
は
、
数
日
の
う
ち
に
同
国
の
最

大
都
市
ア
ル
マ
テ
ィ
に
波
及
し
た
。
波
及
の
過
程
で
、
抗
議
運
動
は

二
〇
一
九
年
三
月
の
大
統
領
辞
任
後
も
安
全
保
障
会
議
議
長
と
し
て

影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
の
退
場
要
求
と
政
治
腐
敗

へ
の
糾
弾
を
掲
げ
て
大
規
模
化
し
た
。
平
和
的
な
抗
議
運
動
は
さ

ま
ざ
ま
な
ア
ク
タ
ー
が
参
加
す
る
な
か
で
暴
徒
化
す
る
。
ト
カ
エ

フ
政
権
は
、
ロ
シ
ア
を
中
心
と
す
る
「
集
団
安
全
保
障
条
約
機
構
」

（
Ｃ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
）
に
介
入
要
請
を
行
い
、
治
安
部
隊
を
用
い
て
暴
動
化

ひ
が
し
じ
ま　

ま
さ
あ
き　
一
九
八
二
年
生

ま
れ
。
早
稲
田
大
学
卒
、
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大

学
政
治
学
部
博
士
課
程
修
了
（Ph.D

.

）。
東

北
大
学
准
教
授
な
ど
を
経
て
二
〇
二
三
年
よ

り
現
職
。
専
門
は
比
較
政
治
学
、
権
威
主

義
体
制
、
中
央
ア
ジ
ア
政
治
。
著
書
に
『
民

主
主
義
を
装
う
権
威
主
義 

世
界
化
す
る
選

挙
独
裁
と
そ
の
論
理
』。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン 

戦
争
と
政
治
改
革
の
ジ
レ
ン
マ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
直
前
に
起
き
た
抗
議
行
動
を
き
っ
か
け
に
、

イ
ン
フ
レ
な
ど
侵
攻
に
よ
る
経
済
ダ
メ
ー
ジ
を
被
る
な
か
、

ト
カ
エ
フ
大
統
領
に
よ
る
政
治
改
革
が
進
行
中
だ
。

権
威
主
義
指
導
者
の
政
治
改
革
と
は
何
か
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
政
治
過
程
を
詳
細
に
跡
づ
け
、
分
析
す
る
。
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す
る
抗
議
運
動
を
武
力
で
鎮
圧
し
た
。
二
三
八
名
の
死
者
を
出
す
、

一
九
九
一
年
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
独
立
以
来
最
大
の
惨
事
と
な
っ
た
。

　

こ
の
騒
乱
中
に
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
は
安
全
保
障
会
議
議
長
を
解
任
さ

れ
、
騒
乱
後
に
は
重
要
な
政
治
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
た
彼
の
親
戚
や

取
り
巻
き
た
ち
が
そ
の
職
を
解
か
れ
、
彼
（
女
）
ら
の
な
か
に
は
訴

追
さ
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
前
大
統
領
の
フ
ァ
ー
ス

ト
・
ネ
ー
ム
「
ヌ
ル
ス
ル
タ
ン
」
に
ち
な
ん
だ
、
支
配
政
党
と
し
て

長
ら
く
体
制
を
支
え
て
き
た
「
ヌ
ル
・
オ
タ
ン
（
輝
く
祖
国
）
党
」

は
「
ア
マ
ナ
ト
（
信
託
）
党
」
に
改
称
し
た
。
同
じ
く
、
首
都
「
ヌ

ル
ス
ル
タ
ン
」
は
「
ア
ス
タ
ナ
」
へ
と
そ
の
名
称
が
戻
さ
れ
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
経
済
に
も
ダ
メ
ー
ジ

　

政
治
改
革
の
背
景
と
な
る
も
う
一
つ
の
重
要
な
要
素
は
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
と
の
つ
な
が
り
の
深
い

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
経
済
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
第
一
に
、
一
般
市
民
の
生
活
を
直
撃
す
る
イ
ン
フ
レ
が
急
速
に

進
行
し
て
い
る
。
二
〇
二
二
年
二
月
時
点
で
八
・
七
%
で
あ
っ
た
物

価
上
昇
率
は
、
今
年
一
月
に
は
二
〇
・
七
%
に
達
し
て
い
る
。
ロ
シ

ア
へ
の
厳
し
い
経
済
制
裁
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
て
ロ
シ

ア
経
済
と
密
接
に
結
び
つ
く
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
の
製
造
コ
ス
ト
を
高

め
、
食
料
品
を
中
心
と
し
た
消
費
財
価
格
を
引
き
上
げ
た
。
ま
た
、

昨
年
九
月
に
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
発
出
し
た
戦
時
動
員
令
を
受
け
、

徴
兵
を
逃
れ
る
た
め
に
多
数
の
ロ
シ
ア
人
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
へ
入
国

し
た
。
そ
の
結
果
、
賃
貸
住
宅
を
中
心
に
超
過
需
要
が
生
じ
、
住
宅

費
用
が
四
〇
%
も
高
騰
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
生
じ
た
経
済
的
逼
迫

と
「
血
の
一
月
」
で
露
呈
し
た
経
済
的
不
満
に
対
処
す
る
た
め
に
、

ト
カ
エ
フ
政
権
は
拡
張
的
財
政
政
策
を
と
り
、
低
所
得
者
へ
の
経
済

補
償
や
食
料
補
助
金
、
名
目
賃
金
引
き
上
げ
、
地
方
政
府
へ
の
財
政

移
転
、
企
業
へ
の
財
政
援
助
を
実
施
し
た
。
世
界
銀
行
の
報
告
に
よ

る
と
、
二
二
年
の
財
政
出
動
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
政
権
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
三
%

を
支
出
し
て
お
り
、
価
格
上
昇
を
招
く
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
中
央

銀
行
に
あ
た
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
国
家
銀
行
は
、
二
二
年
中
に
六
回

公
定
歩
合
を
引
き
上
げ
て
い
る
が
（
六
・
五
%
か
ら
一
六
・
七
五
%
）、

物
価
上
昇
を
抑
制
で
き
て
い
な
い
。

　

第
二
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
マ
イ
ナ
ス
成
長
を
記
録
し
た
二
〇

年
と
比
べ
る
と
、
経
済
は
持
ち
直
し
て
い
る
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
成
長
ペ
ー
ス
に
負
の
影
響
を
与
え
た
。
急
激
な

物
価
上
昇
の
影
響
に
加
え
、
最
大
の
貿
易
相
手
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
の

経
済
が
制
裁
で
減
退
し
、両
国
を
つ
な
ぐ
消
費
や
投
資
が
停
滞
し
た
。

　

ま
た
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
支
持
し
な
い
こ
と

に
よ
る
、
ロ
シ
ア
の
対
抗
措
置
も
と
ら
れ
た
。
天
然
資
源
産
業
は
カ
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ザ
フ
ス
タ
ン
経
済
の
屋
台
骨
で
あ
る
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
自
国
で
産

出
す
る
石
油
の
約
八
〇
%
を
、
同
国
西
部
の
テ
ン
ギ
ス
油
田
か
ら
ロ

シ
ア
南
部
を
通
っ
て
黒
海
沿
岸
の
都
市
ノ
ボ
ロ
シ
ス
ク
に
達
す
る
Ｃ

Ｐ
Ｃ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
輸
出
し
て
い
る
。
こ
の
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
勃
発
後
、
四
度
に
わ
た
り
ロ
シ
ア
に
よ
り
操

業
が
中
断
さ
れ
、カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
二
〇
二
二
年
の
石
油
生
産
を
一
・

八
%
減
少
さ
せ
、
国
際
石
油
価
格
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え

た
。
操
業
停
止
は
、
ト
カ
エ
フ
が
ル
ガ
ン
ス
ク
や
ド
ネ
ツ
ク
と
い
っ

た
ロ
シ
ア
の
「
衛
星
共
和
国
」
の
承
認
を
拒
否
し
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
天
然
資
源
供
給
を
行
う
と
提
案
し
た
直
後
に

起
こ
っ
た
た
め
、
プ
ー
チ
ン
に
よ
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
へ
の
一
種
の
脅

し
と
嫌
が
ら
せ
だ
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

 

「
血
の
一
月
」
騒
乱
は
、
経
済
的
苦
境
が
体
制
の
政
治
腐
敗
や
閉
鎖

的
な
政
治
に
根
ざ
し
て
い
る
と
多
く
の
人
が
考
え
た
と
き
、
抗
議
運

動
が
体
制
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
ほ
ど
大
規
模
に
な
る
こ
と
を
ト
カ

エ
フ
政
権
に
認
識
さ
せ
た
。
そ
う
し
た
脅
威
認
識
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
よ
る
経
済
状
況
の
悪
化
の
た
め
に
切
迫
し
て
い
る
。
こ
の
背

景
の
も
と
、ト
カ
エ
フ
は
一
連
の
政
治
改
革
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。

ト
カ
エ
フ
の
政
治
改
革 

自
由
と
抑
圧
の
ジ
レ
ン
マ

　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
限
ら
ず
、
権
威
主
義
（
独
裁
）
体
制
一
般
に
お

い
て
、
政
治
改
革
は
自
由
と
抑
圧
の
ジ
レ
ン
マ
に
直
面
す
る
。
権
力

独
占
を
容
易
に
す
る
政
治
制
度
を
改
革
し
、
競
争
選
挙
に
よ
る
権
力

交
代
を
実
現
可
能
に
す
れ
ば
、（
抗
議
運
動
な
ど
）
既
存
体
制
の
外

側
か
ら
の
暴
力
的
脅
威
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
政
治
的
自
由
化
は
、
そ
も
そ
も
政
権
与
党
が
権
力
の
座

に
と
ど
ま
る
こ
と
を
難
し
く
す
る
。

　

ト
カ
エ
フ
大
統
領
は
二
〇
二
二
年
三
月
一
六
日
の
一
般
教
書
演

説
に
お
い
て
、
政
治
改
革
の
内
容
を
公
表
し
た
。「
新
し
い
カ
ザ
フ

ス
タ
ン—

—

刷
新
と
近
代
化
の
道
筋
」
と
題
さ
れ
た
こ
の
演
説
で
、

ト
カ
エ
フ
は
、大
統
領
権
限
が
非
常
に
強
い
第
二
次
憲
法（
一
九
九
五

年
制
定
）
下
の
「
超
大
統
領
制
」
か
ら
、「
強
い
議
会
を
有
す
る
大

統
領
制
」
へ
の
移
行
を
目
指
す
と
述
べ
た
。
憲
法
改
正
を
検
討
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
、
五
月
五
日
に
改
正
案
が
議

会
で
可
決
さ
れ
た
。
一
ヵ
月
後
の
六
月
五
日
に
国
民
投
票
が
実
施
さ

れ
、
六
八
・
〇
五
%
の
投
票
率
で
改
正
に
賛
成
す
る
票
が
七
七
・
一
八

%
を
占
め
、
憲
法
改
正
は
国
民
の
承
認
を
得
た
。

　

提
起
さ
れ
た
改
正
内
容
は
、
九
八
条
か
ら
な
る
憲
法
の
三
分
の
一

の
修
正
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
大
統
領
に
集
中
す
る
権
力
を
い
く
つ

か
の
や
り
方
で
制
限
・
分
散
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
第
一
に
、
上
院
（
セ
ナ
ー
ト
）
と
下
院
（
マ
ジ
リ
ス
）
の
権
限

変
更
を
通
じ
た
大
統
領
権
限
の
抑
制
で
あ
る
。
上
院
メ
ン
バ
ー
は
州
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議
会
の
間
接
選
挙
で
選
ば
れ
、
大
統
領
に
よ
る
任
命
議
員
も
含
ん
で

い
る
た
め
に
上
院
に
は
大
統
領
の
影
響
力
が
及
び
や
す
い
が
、
改
正

憲
法
下
で
は
、
上
院
が
法
案
を
作
成
で
き
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
下

院
に
は
大
統
領
の
影
響
下
に
あ
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
諸
民
族
会
議
に

よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
九
名
の
議
員
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の

議
席
は
廃
止
さ
れ
、
全
て
の
下
院
議
員
が
公
選
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
上
院
の
大
統
領
任
命
議
員
も
一
五
名
か
ら
一
〇
名
に
削
減
さ
れ

た
。

　

第
二
に
、
下
院
の
選
挙
制
度
が
純
粋
比
例
代
表
制
か
ら
小
選
挙
区

制
と
比
例
代
表
制
の
混
合
制
度
に
変
更
さ
れ
た
。
総
議
席
（
九
八
議

席
）の
七
割（
六
九
議
席
）が
全
国
一
区
の
比
例
代
表
制
で
選
出
さ
れ
、

残
り
の
三
割（
二
九
議
席
）が
小
選
挙
区
制
で
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。ま
た
、二
一
年
下
院
選
挙
ま
で
比
例
代
表
制
の
阻
止
条
項
は
七
％

で
あ
っ
た
が
、
五
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
ま
た
政
党
法
で
は
、
新

党
登
録
で
必
要
な
党
員
数
も
従
来
の
二
万
人
か
ら
五
〇
〇
〇
人
へ
変

更
さ
れ
た
。
政
権
は
、
〇
四
年
選
挙
ま
で
採
用
さ
れ
て
い
た
小
選
挙

区
制
を
再
導
入
し
、
比
例
代
表
制
の
阻
止
条
項
や
政
党
結
成
要
件
を

引
き
下
げ
る
こ
と
で
新
た
な
政
治
勢
力
の
参
入
を
容
易
に
し
、
多
様

な
利
益
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
主
張
す
る
。

　

第
三
に
、
与
党
と
大
統
領
の
関
係
に
距
離
を
置
く
こ
と
が
定
め
ら

れ
た
。
す
な
わ
ち
、
権
力
集
中
を
防
ぐ
た
め
に
大
統
領
が
政
党
の
党

員
を
兼
ね
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
ト
カ
エ
フ
は

与
党
で
あ
る
ア
マ
ナ
ト
党
の
党
首
を
辞
任
し
、
下
院
議
長
の
エ
ル
ラ

ン
・
コ
シ
ャ
ノ
フ
に
党
首
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
譲
っ
た
。
ま
た
、
ナ
ザ

ル
バ
エ
フ
時
代
の
反
省
か
ら
、
大
統
領
血
縁
者
が
重
要
な
公
職
ポ
ス

ト
に
就
く
こ
と
を
禁
止
す
る
条
項
が
新
た
に
憲
法
に
盛
り
込
ま
れ

た
。

　

第
四
に
、
第
三
者
機
関
や
地
方
政
府
な
ど
他
の
ア
ク
タ
ー
が
大
統

領
や
与
党
に
従
属
し
な
い
こ
と
を
定
め
る
規
定
も
憲
法
に
盛
り
込
ま

れ
た
。
例
え
ば
、
一
九
九
五
年
憲
法
で
廃
止
さ
れ
た
憲
法
裁
判
所
が

憲
法
評
議
会
の
代
わ
り
に
再
導
入
さ
れ
、
他
の
裁
判
所
や
中
央
選
挙

管
理
委
員
会
、
軍
や
国
家
安
全
保
障
部
門
の
関
係
者
は
、
政
党
の
党

員
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
州
知
事
や

主
要
都
市
の
市
長
の
法
令
を
大
統
領
が
覆
す
こ
と
も
禁
止
さ
れ
た
。

　

第
五
に
、
国
民
投
票
後
に
大
統
領
が
提
起
し
憲
法
評
議
会
が
承
認

し
た
追
加
の
憲
法
改
正
と
し
て
、
大
統
領
の
任
期
を
五
年
（
最
大
二

期
）ま
で
か
ら
七
年（
一
期
限
り
）に
変
更
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
現
職
者
が
こ
の
任
期
ル
ー
ル
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
規
定
も
盛
り
込
ま
れ
た
。
こ
の
新
し
い

任
期
規
定
は
、
大
統
領
選
挙
に
先
立
っ
て
承
認
さ
れ
た
た
め
、
後
述

す
る
一
一
月
の
選
挙
で
再
選
さ
れ
た
、
ト
カ
エ
フ
の
大
統
領
と
し
て

の
任
期
は
二
〇
二
九
年
ま
で
と
な
っ
た
。
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以
上
の
よ
う
に
、
大
統
領
の
権
力
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
今
回
の

憲
法
改
正
で
あ
る
が
、
多
く
の
限
界
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
ま

ず
、
大
統
領
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
制
度
間
の
関
係
を
変
え

る
こ
と
で
大
統
領
の
権
力
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
制
度
変
更
が
多
い

も
の
の
、
肝
心
の
大
統
領
の
権
限
自
体
に
直
接
メ
ス
を
入
れ
る
改
革

内
容
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
時
代
に
も
大
統
領
の
権

力
の
制
限
を
企
図
し
た
憲
法
改
正
が
数
度
行
わ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も

微
細
な
修
正
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
今
回
の
改
正
も
そ
の
延
長
線
上

に
あ
る
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
一
九
九
五
年
に
制
定
さ
れ
た
第
二
次

憲
法
で
は
、
大
統
領
は
事
実
上
無
条
件
に
議
会
解
散
権
を
行
使
で
き

る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
通
常
の
大
統
領
制
で
は
考
え
ら
れ
な
い
、

執
行
府
の
立
法
府
に
対
す
る
大
き
な
優
位
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

今
回
の
憲
法
改
正
で
も
、こ
の
ル
ー
ル
に
変
更
は
加
え
ら
れ
な
か
っ

た
。

　

ま
た
、
大
統
領
以
外
の
ア
ク
タ
ー
の
権
限
を
強
化
す
る
方
向
に
作

用
す
る
制
度
改
正
は
、
同
時
に
別
の
チ
ャ
ネ
ル
で
そ
の
権
限
を
統
制

で
き
る
仕
組
み
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
よ
り
民
主
的
で

あ
っ
た
第
一
次
憲
法
に
な
ら
っ
て
憲
法
裁
判
所
が
再
び
設
置
さ
れ
た

も
の
の
、
裁
判
官
の
人
事
は
依
然
と
し
て
大
統
領
が
握
っ
て
い
る
。

ま
た
、
州
知
事
や
主
要
都
市
の
市
長
の
公
選
が
議
題
に
の
ぼ
っ
た
も

の
の
、
改
正
憲
法
で
は
こ
れ
ら
の
知
事
・
市
長
の
公
選
要
求
は
反
映

さ
れ
ず
、
こ
れ
ら
の
地
方
自
治
体
の
首
長
を
選
ぶ
に
あ
た
り
、
大
統

領
が
少
な
く
と
も
二
名
の
候
補
者
を
指
定
し
、
地
方
議
会
メ
ン
バ
ー

の
投
票
で
選
出
す
る
と
い
う
間
接
選
挙
方
式
を
採
用
す
る
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
、
二
〇
二
一
年
七
月
か
ら
村
落

レ
ベ
ル
の
首
長
の
公
選
が
順
次
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
動
き
が
州

レ
ベ
ル
に
ま
で
拡
張
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
焦
点
の
一
つ
だ
っ
た
が
、

選
挙
導
入
は
州
知
事
の
自
律
性
を
高
め
て
権
力
を
過
度
に
遠
心
化
さ

せ
る
た
め
、
そ
こ
ま
で
の
改
革
に
踏
み
込
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

苦
境
の
中
の
選
挙—

—

「
勝
利
」
と
選
挙
操
作

　

憲
法
改
正
の
国
民
投
票
後
、
ト
カ
エ
フ
は
大
統
領
選
挙
を

二
〇
二
二
年
一
一
月
二
〇
日
に
、
議
会
選
挙
を
今
年
三
月
一
九
日
に

そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。
憲
法
改
正
後
の
政
府
の
信
任
を
国
民
に
問
う

必
要
が
あ
る
と
い
う
正
当
化
の
も
と
、
両
選
挙
は
任
期
満
了
を
経
ず

に
大
き
く
前
倒
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　

大
統
領
選
挙
で
は
、
ト
カ
エ
フ
が
八
一
・
三
%
の
得
票
を
得
て
再

選
さ
れ
た
。
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
辞
任
後
の
一
九
年
六
月
に
実
施
さ
れ

た
大
統
領
選
挙
で
の
得
票
率
七
〇
・
九
六
%
よ
り
一
〇
%
ほ
ど
多
く

得
票
す
る
「
圧
勝
」
だ
っ
た
。
議
会
選
挙
で
は
、
与
党
の
ア
マ
ナ
ト

が
九
八
議
席
中
六
二
議
席
（
六
三
・
二
%
の
議
席
率
）
を
獲
得
し
た
。
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そ
の
他
に
、
前
回
選
挙
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
て
い
た
全
国
社
会
民
主
党

（
Ｏ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
）
を
含
む
五
つ
の
政
党
が
五
%
の
阻
止
条
項
を
ク
リ
ア

し
、
下
院
に
議
席
を
獲
得
し
た
。
野
党
を
自
認
す
る
Ｏ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
以
外

は
親
大
統
領
的
政
党
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
「
多
党
化
」
は
与
党
の

圧
倒
的
勝
利
と
政
治
改
革
の
成
果
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
上
で
、
最
適

の
選
挙
結
果
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

　

こ
う
し
て
、
ト
カ
エ
フ
政
権
は
二
つ
の
選
挙
で
続
け
て
「
勝
利
」

し
た
も
の
の
、政
治
的
不
安
定
性
と
経
済
的
困
難
の
二
重
苦
の
な
か
、

選
挙
結
果
の
操
作
に
依
然
と
し
て
依
存
し
て
い
る
。
国
民
投
票
も
含

め
、
前
倒
し
選
挙
を
連
続
し
て
行
っ
た
背
景
に
は
い
く
つ
か
の
理
由

が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
経
済
状
況
が
さ
ら
に
悪
化
し
、
政
治
改

革
の
演
出
に
よ
る
支
持
率
の
「
ハ
ネ
ム
ー
ン
効
果
」
が
失
わ
れ
る
前

に
選
挙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
操
作
し
、
統
治
基
盤
を
固
め
よ
う
と
い
う

誘
惑
に
駆
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

　

ま
た
、
投
票
前
に
か
か
わ
ら
ず
当
局
に
よ
る
選
挙
結
果
発
表
と
よ

く
似
た
文
書
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
現
れ
た
り
、
多
重
投
票
の
様
子
が

動
画
を
通
じ
て
報
じ
ら
れ
た
り
と
、
露
骨
な
選
挙
不
正
と
考
え
ら
れ

る
事
案
が
少
な
か
ら
ず
報
告
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
小
選
挙
区
制

の
も
と
で
立
候
補
し
よ
う
と
し
た
無
党
派
候
補
者
の
な
か
に
は
、
供

託
金
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
そ
れ
が
か
な
わ
な
く
な
っ
た
り
、
不
可

解
な
理
由
で
立
候
補
の
届
出
を
拒
否
さ
れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
数
多

く
見
ら
れ
た
。

　

有
力
な
候
補
者
が
立
候
補
で
き
な
か
っ
た
結
果
、
比
例
代
表
で

五
三
・
九
%
し
か
得
票
で
き
な
か
っ
た
与
党
ア
マ
ナ
ト
は
小
選
挙
区

で
七
六
%
も
の
議
席
（
二
九
議
席
中
二
二
議
席
）
を
獲
得
し
て
お

り
、
多
様
な
利
益
を
反
映
す
る
と
の
触
れ
込
み
で
導
入
し
た
小
選
挙

区
制
が
与
党
有
利
の
バ
イ
ア
ス
を
も
た
ら
し
た
。
こ
う
し
た
小
選
挙

区
制
下
の
与
党
優
位
の
議
席
バ
イ
ア
ス
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら

二
〇
〇
〇
年
代
中
ご
ろ
ま
で
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
選
挙
操
作
の
実
態

と
よ
く
似
て
い
る
（
東
島
『
民
主
主
義
を
装
う
権
威
主
義—

—

世

界
化
す
る
選
挙
独
裁
と
そ
の
論
理
』参
照
）。こ
れ
ら
一
連
の
傍
証
は
、

経
済
減
速
と
政
治
改
革
に
よ
る
与
党
の
選
挙
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
へ
の

ダ
メ
ー
ジ
を
、
硬
軟
織
り
交
ぜ
た
選
挙
操
作
で
や
り
過
ご
そ
う
と
す

る
政
権
与
党
の
姿
勢
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

権
威
主
義
体
制
に
お
い
て
、
政
治
改
革
と
政
権
維
持
の
均
衡
を
図

る
こ
と
は
綱
渡
り
の
難
事
業
で
あ
る
。
限
定
的
な
政
治
改
革
の
実
施

と
選
挙
操
作
に
よ
る
勝
利
は
、
体
制
の
短
期
的
な
命
脈
を
保
つ
こ
と

に
寄
与
す
る
。
し
か
し
、
長
期
的
に
人
々
の
不
満
を
鬱
積
さ
せ
る
こ

と
に
つ
な
が
る
た
め
、当
初
の
目
的
達
成
に
は
傷
が
つ
い
て
し
ま
う
。

国
難
に
直
面
し
て
い
る
ト
カ
エ
フ
政
権
の
改
革
に
向
け
た
努
力
と
躊

躇
は
、
独
裁
制
の
も
と
で
生
じ
る
自
由
と
抑
圧
の
ジ
レ
ン
マ
の
根
深

さ
を
、
あ
ら
た
め
て
わ
れ
わ
れ
に
示
し
て
い
る
。
●




